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重

要

な

局

面

に

さ

し

か

か

っ

た

保

存

会

の

活

動

事
務
局
長
　
寺
田
貞
治

会
員
数
は
二
百
四
十
四
名
に
達

し
ま
し
た
。
保
存
会
の
活
動
も
広

が
り
を
見
せ
、
地
下
壕
の
展
示

や
、
見
学
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
の
取
り
上
げ
方
も
、
し

だ
い
に
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
先
日
の
T
V
K
の
放
映
は
十

五
分
と
長
く
、
地
下
壕
に
関
心
を

持
つ
人
々
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

区
役
所
の
職
員
の
方
も
松
代
に

行
か
れ
、
保
存
の
実
態
を
視
察
さ

れ
、
い
よ
い
よ
保
存
の
具
体
化
に

向
け
て
、
基
礎
調
査
の
ま
と
め
の

段
階
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
関
心
も
高
く
、
日
吉
地

区
会
議
か
ら
も
「
地
下
壕
の
保
存

に
つ
い
て
」
の
要
望
書
が
区
長
宛

に
出
さ
れ
、
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。多
く
の
会
員
を
増
や
し
、
保
存

会
の
活
動
を
更
に
活
発
に
し
て
い

き
た
い
と
患
い
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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第

六

回
幹

事

会

報

告

十
月
十
八
日
に
慶
應
義
塾
藤
山

記
念
館
中
会
議
室
で
開
か
れ
た
。

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
区
役
所
の

職
員
も
参
加
さ
れ
た
。

○
報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

①
団
体
会
員
と
し
て
、
日
吉
T

F
会
よ
り
、
五
口
（
一
万
円
）
で

入
会
申
込
が
あ
っ
た
。
②
地
下
壕

見
学
実
施
＝
十
月
十
二
日
港
北
区

内
中
学
社
会
科
教
員
二
十
数
名
、

十
月
十
五
日
保
存
会
会
員
十
五

名
。
③
地
下
壕
見
学
会
予
定
＝
十

一
月
十
四
日
大
学
生
協
東
京
地
連

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
平
和
交
流
会
、
十

二
月
二
日
日
吉
台
西
中
学
校
教
職

員
・
P
T
A
O
B
。
④
「
日
吉
台

地
区
会
議
か
ら
の
要
望
」
と
し

て
、
港
北
区
区
長
宛
に
日
吉
地
区

連
合
町
内
会
長
秋
本
謙
三
氏
と
区

民
会
議
運
営
委
員
四
名
連
記
で

「
地
下
壕
の
保
存
に
つ
い
て
」
要

望
書
が
出
さ
れ
た
。
⑤
ヒ
ア
リ
ン

グ
実
施
＝
十
月
十
八
日
「
海
軍
の

組
織
・
機
構
に
つ
い
て
」
吉
田
昭

彦
氏
（
海
軍
戦
史
研
究
家
）
か
ら

話
を
聞
く
。
⑥
慶
應
藤
沢
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
地
下
壕
発
見
＝
文
化
財
調

査
委
員
よ
り
連
絡
あ
り
。
⑦
マ
ス

コ
ミ
関
係
＝
十
二
月
二
日
テ
レ
ビ

神
奈
川
が
取
材
予
定
。
⑧
慶
應
生

協
ニ
ュ
ー
ス
第
四
十
九
号
に
「
日

吉
台
地
下
壕
に
つ
い
て
」
民
家
の

方
の
話
を
収
録
。

○
議
事
次
の
具
体
的
活
動
な
ら
び
に
会

報
第
四
号
の
発
行
に
つ
い
て
、
次

回
の
幹
事
会
で
決
め
る
と
い
う
こ

と
で
散
会
し
た
。

次
回
幹
事
会
は
十
一
月
二
十
九
日

五
時
に
予
定
。

第

七

回

幹

事

会

報

告

十
一
月
二
十
九
日
に
慶
應
義
塾

藤
山
記
念
館
大
会
議
室
で
開
か
れ

た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
テ

レ
ビ
神
奈
川
の
記
者
も
参
加
さ
れ

た
。
○
報
告
事
項

事
務
局
長
よ
り

①
十
一
月
一
日
＝
日
吉
台
中
学

校
で
地
域
探
訪
会
の
ク
ラ
ブ
が
日

吉
台
地
下
壕
の
展
示
を
し
た
。
②

十
一
月
四
日
＝
大
学
生
協
東
京
地

方
連
合
会
主
催
の
平
和
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
渋
谷
会
館
で
開
い
た

際
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
大
・
慶

應
・
早
稲
田
・
法
政
）
教
職
委
員

会
と
し
て
日
吉
台
地
下
壕
の
展
示

会
を
し
た
。
同
時
に
、
保
存
会
へ

の
入
会
を
よ
び
か
け
た
。
③
十
一

月
十
日
＝
松
代
大
本
営
の
保
存
を

す
す
め
る
会
主
催
の
十
一
月
十
一

日
の
「
第
三
回
松
代
大
本
営
の
保

存
を
す
す
め
る
集
い
＝
い
ま
、
マ

ツ
シ
ロ
か
ら
―
」
に
、
日
吉
台

地
下
壕
保
存
の
会
か
ら
連
帯
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。
④
十
一

月
十
一
日
＝
大
学
生
協
東
京
地
連

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
教
職
委
員
会
主
催

の
平
和
交
流
会
（
慶
應
担
当
）

で
、
地
下
壕
を
見
学
。
十
二
名
参

加
。
⑤
十
一
月
二
十
二
日
＝
慶
應

労
組
の
文
化
祭
に
、
日
吉
台
地
下

壕
の
展
示
と
、
地
下
壕
の
ビ
デ
オ

を
流
し
て
保
存
会
へ
の
入
会
を
呼

び
か
け
た
。
⑥
十
一
月
二
十
三
日

＝
松
代
新
聞
社
の
記
者
が
取
材
に

来
て
、
日
吉
台
地
下
壕
に
一
緒
に

入
っ
た
。
来
年
の
一
月
一
日
に
新

聞
に
掲
載
の
予
定
。
⑦
十
一
月
二

十
八
～
二
十
九
日
＝
港
北
区
役
所

の
職
員
が
、
松
代
の
地
下
壕
を
視

察
し
、
長
野
市
役
所
で
保
存
の
方

法
に
つ
い
て
調
査
の
予
定
。
⑧
十

一
月
二
十
九
日
＝
テ
レ
ビ
神
奈
川

と
ビ
デ
オ
撮
り
の
打
合
せ
。
十
二

月
八
日
「
T
V
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
4

2
番
街
」
で
、
午
後
八
時
五
分
か

ら
十
五
分
間
放
映
予
定
。
⑨
十
二

月
二
日
＝
日
吉
台
西
中
学
校
教
職

員
・
P
T
A
O
B
（
森
戸
会
）
会

員
が
、
地
下
壕
を
見
学
の
予
定
。

こ
の
と
き
T
V
神
奈
川
も
一
緒
に

入
り
、
ビ
デ
オ
を
撮
る
。
⑩
十
二

月
二
日
の
地
下
壕
見
学
会
に
特
別

参
加
さ
れ
た
連
合
艦
隊
司
令
部
幕

僚
付
従
兵
で
あ
っ
た
根
本
和
夫
氏

よ
り
、
保
存
会
へ
一
万
円
の
カ
ン

パ
が
あ
っ
た
。
⑪
日
吉
商
店
街
情

報
誌
「
ひ
よ
し
」
（
十
月
発
刊
）

の
№
十
一
に
「
昭
和
の
激
動
の
嵐

が
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
日
吉
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
地
下
壕
に
関

す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の

記
事
は
本
会
報
に
転
載
し
た
。

幹
事
よ
り

久
我
氏
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
報

告
が
あ
っ
た
。
①
米
国
か
ら
資
料

を
取
り
寄
せ
現
在
調
査
中
で
あ

る
。
②
日
吉
に
関
係
す
る
所
を
探

し
、
再
度
資
料
を
取
り
寄
せ
て
調

べ
て
み
る
。
③
米
国
の
資
料
の
う

ち
、
か
な
り
の
も
の
が
日
本
の
国

会
図
書
館
に
も
あ
る
ら
し
い
。
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○
議
事
①
当
面
の
活
動
計
画
に
つ
い
て

＝
箕
輪
・
日
吉
本
町
の
地
下
壕
の

調
査
を
十
二
月
二
十
五
日
以
降
に

行
う
。
来
年
三
月
頃
公
開
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
う
。
②
聞
き
取
り
調
査

に
つ
い
て
＝
朝
鮮
人
労
働
者
に
関

す
る
こ
と
が
、
ま
だ
不
明
な
点
が

多
く
、
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
③

会
報
第
四
号
の
発
行
は
十
二
月
中

に
や
る
。
④
次
回
幹
事
会
は
来
年

一
月
十
七
日
。
終
了
後
、
幹
事
会

の
新
年
会
を
行
う
。

〇
第
七
回
幹
事
会
後
の
動
き

①
十
二
月
二
日
＝
日
吉
台
西
中

学
校
教
職
員
・
P
T
A
O
B
会
会

員
が
地
下
壕
見
学
。
三
十
数
名
参

加
。
T
V
神
奈
川
も
ビ
デ
オ
撮
り

で
参
加
。
②
十
二
月
八
日
＝
T
V

神
奈
川
で
午
後
八
時
五
分
よ
り
十

五
分
間
、
地
下
壕
に
つ
い
て
放
映

し
た
。
③
十
二
月
九
日
＝
日
吉
地

区
セ
ン
タ
ー
で
、
午
後
一
時
半
よ

り
日
吉
地
区
会
議
が
開
か
れ
、
区

長
宛
の
要
望
事
項
の
「
日
吉
台
地

下
壕
の
保
存
に
つ
い
て
」
討
議
さ

れ
、
全
員
一
致
で
地
下
壕
の
保
存

と
、
資
料
館
の
建
投
を
す
す
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。
④
区
役

所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
チ
ー
ム
の

打
合
せ
を
年
内
に
行
う
予
定
。

昭

和

の

激

動

の

嵐

が

通

り

過

ぎ

て

行

っ

た

日

吉

寺
田
貞
治

日
吉
の
町
が
発
展
し
は
じ
め
た

の
は
、
東
横
線
の
開
通
（
昭
和

二
年
）
と
慶
應
大
学
の
予
科
の
日

吉
移
転
（
同
九
年
）
が
き
っ
か
け

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
伴
っ
て
日

吉
郵
便
局
が
開
設
（
同
九
年
）
さ

れ
、
続
い
て
日
吉
電
話
局
も
開
設

（
同
十
一
年
）
さ
れ
た
。
ま
た
、

日
吉
の
横
浜
合
併
の
公
約
に
よ
っ

て
水
道
（
同
十
三
年
）
や
ガ
ス

（
同
十
四
年
）
が
入
っ
た
。

昭
和
十
六
年
十
二
月
、
太
平
洋

戦
争
が
始
ま
る
と
と
も
に
日
吉
の

街
に
も
敗
戦
色
が
濃
く
な
っ
て

い
っ
た
。
戦
争
も
末
期
に
近
づ
い

た
昭
和
十
九
年
二
月
、
日
吉
の
慶

應
キ
ャ
ン
バ
ス
の
予
科
校
舎
の
一

部
に
海
軍
軍
令
部
第
三
部
（
情
報

部
）
が
や
っ
て
き
た
。
七
月
頃
か

ら
、
慶
應
の
寄
宿
舎
の
あ
る
丘
の

下
に
連
合
艦
隊
司
令
部
の
地
下
作

戦
室
の
設
営
が
始
ま
り
、
九
月
末

に
連
合
艦
隊
司
令
部
が
陸
に
上

り
、
寄
宿
舎
と
地
下
壕
に
移
っ
て

き
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
レ
イ

テ
作
戦
、
沖
縄
作
戦
、
特
攻
隊
の

の
出
撃
な
ど
の
司
令
を
出
し
て
い

た
。司
令
部
の
地
下
壕
は
、
長
さ
約

一
㎞
で
厚
さ
約
四
十
c
m
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
、
幅
約
三
～
四

m
の
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

地
下
壕
の
中
は
作
戦
室
の
他
に
通

信
隊
や
暗
号
隊
の
部
屋
、
水
洗
便

所
バ
ッ
テ
リ
ー
室
、
空
調
室
、
長

官
の
寝
室
、
井
戸
、
ジ
ー
ゼ
ル
発

電
室
、
冷
却
水
槽
、
物
資
貯
蔵
所

な
ど
が
あ
る
。
当
時
通
路
は
、
片

側
に
ベ
ッ
ド
が
他
の
側
に
物
資
が

置
か
れ
、
人
一
人
や
っ
と
通
れ
る

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
湿
気

が
多
く
て
、
机
な
ど
反
り
返
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。

た
て
穴
が
二
つ
あ
り
、
丘
の
上

か
ら
地
下
壕
ま
で
の
深
さ
は
約
三

十
m
で
あ
る
。
長
官
や
幕
僚
は
殆

ん
ど
寄
宿
舎
に
あ
っ
て
仕
事
を
し

て
い
た
。
食
料
は
比
較
的
潤
沢

で
、
当
時
の
民
間
よ
り
遥
か
に
良

か
っ
た
と
い
う
。

情
報
部
は
、
昭
和
二
十
年
の
始

め
地
下
壕
に
移
っ
た
。
情
報
部

は
、
こ
こ
で
全
世
界
の
様
々
な
情

報
を
受
け
と
り
、
分
析
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
当
時
、
軍
の
上
層
部

は
情
報
部
の
情
報
を
軽
視
し
て
い

た
と
い
わ
れ
る
が
、
戦
後
米
軍
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
た
と
い
う
。
昭

和
十
九
年
十
月
に
海
軍
水
路
部
が

工
学
部
の
木
造
校
舎
に
入
っ
て
情

報
部
の
印
刷
を
し
て
い
た
。

地
下
壕
は
、
そ
の
後
も
引
き
続

き
敗
戦
の
日
ま
で
掘
り
続
け
ら
れ

た
。
昭
和
二
十
年
三
月
頃
か
ら
次

々
に
、
人
事
・
経
理
・
警
備
隊
・

航
空
本
部
な
ど
が
移
っ
て
き
て
、

そ
れ
ぞ
れ
慶
應
の
校
舎
あ
る
い
は

地
下
壕
に
は
い
っ
た
。

ま
た
大
聖
院
の
裏
山
に
も
地
下

壕
が
掘
ら
れ
、
敗
戦
の
日
に
完
成

し
た
。
こ
こ
は
艦
政
本
部
が
入
る

予
定
に
な
っ
て
い
た
。
蟹
ヶ
谷
に

は
海
軍
の
通
信
隊
の
地
下
壕
が
、

昭
和
十
九
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け

て
掘
ら
れ
、
海
軍
の
す
べ
て
の
部

隊
か
ら
の
受
信
を
し
て
い
た
。
当

時
、
下
田
町
か
ら
蟹
ヶ
谷
に
か
け

て
木
柱
が
林
立
し
、
ア
ン
テ
ナ
が

張
り
巡
ら
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
線
が
、
蟹
ヶ
谷
の
通
信
隊
や

連
合
艦
隊
司
令
部
の
通
信
隊
に
ま

で
引
っ
ぱ
ら
れ
て
い
た
。

地
下
壕
の
長
さ
は
、
慶
應
キ
ャ

パ
ス
内
だ
け
で
延
べ
二
・
六
㎞
あ

り
、
日
吉
周
辺
全
体
で
は
延
べ
五
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㎞
以
上
に
達
す
る
。
地
下
壕
の
掘

削
は
、
最
初
第
三
〇
〇
設
営
隊
が

始
め
た
が
、
間
も
な
く
第
三
〇
一

〇
設
営
隊
（
千
五
百
人
）
が
き
て

本
格
的
に
や
っ
た
。
そ
の
他
に
民

間
の
鉄
道
工
業
株
式
会
社
（
ト
ン

ネ
ル
を
掘
る
会
社
）
が
請
け
負
っ

て
、
約
千
人
（
日
本
人
社
員
三
百

人
、
朝
鮮
人
労
働
者
七
百
人
）
が

掘
削
に
従
事
し
て
い
た
。

朝
鮮
人
労
働
着
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ

で
つ
ぎ
は
ぎ
だ
ら
け
の
服
を
き

て
、
二
十
四
時
間
ぶ
っ
通
し
で
三

交
代
制
で
、
一
番
危
険
な
所
を
掘

ら
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、

飯
も
十
分
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
せ
い
か
、
お
な
か
を
す
か
し
警

慮
隊
の
烹
炊
所
に
よ
く
残
飯
を
も

ら
い
に
き
た
と
い
う
。
近
く
の
農

家
の
方
も
見
る
に
見
兼
ね
て
ご
飯

を
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
た
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

地
下
壕
の
出
入
口
付
近
の
農
家

は
海
軍
に
強
制
的
に
土
地
を
買
い

上
げ
ら
れ
、
家
を
移
動
さ
せ
ら

れ
、
ガ
タ
ガ
タ
に
な
っ
た
家
に
住

ま
わ
さ
れ
た
あ
げ
く
、
空
襲
で
焼

け
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
、
日
吉
台
小

学
校
の
児
童
の
集
団
疎
開
が
強
行

さ
れ
、
真
福
寺
や
興
禅
寺
な
ど
で

授
業
が
行
わ
れ
た
。
十
月
に
日
吉

台
小
学
校
に
海
軍
の
功
績
調
査
部

が
入
っ
た
。

日
吉
台
小
学
校
は
、
昭
和
二
十

年
四
月
十
五
日
の
空
襲
に
よ
っ
て

焼
失
し
た
。
こ
の
空
襲
で
、
日
吉

の
郵
便
局
、
駅
前
の
商
店
街
、
金

蔵
寺
の
観
音
堂
、
慶
應
の
工
学
部

が
こ
と
ご
と
く
焼
失
し
、
一
人
が

死
亡
し
た
。
ま
た
宮
前
で
は
三
十

軒
近
く
の
農
家
が
焼
失
し
た
。
こ

の
時
の
攻
撃
は
油
脂
焼
夷
弾
と
爆

弾
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

日
吉
地
区
は
、
大
空
襲
が
四
月

四
日
、
四
月
十
五
日
、
五
月
二
十

四
日
の
三
回
あ
っ
た
。
四
月
四
日

の
空
襲
で
は
、
宮
前
、
日
吉
本

町
、
箕
輪
町
、
新
吉
田
町
が
や
ら

れ
た
。
宮
前
の
あ
る
農
家
で
は
、

二
百
五
十
㌧
爆
弾
に
よ
っ
て
四
人

が
死
亡
し
た
。
五
月
二
十
四
日
の

空
襲
で
は
、
焼
夷
弾
攻
撃
に
よ
っ

て
箕
輪
、
日
吉
本
町
な
ど
が
や
ら

れ
、
大
聖
院
は
じ
め
、
三
十
軒
近

く
の
民
家
が
焼
失
し
た
。

矢
上
（
現
在
の
慶
應
工
学
部
）

に
は
高
射
砲
陣
地
が
あ
り
、
高
射

砲
が
三
台
備
え
つ
け
ら
れ
、
盛
ん

に
撃
っ
て
い
た
が
、
飛
行
機
ま
で

届
か
ず
炸
裂
し
て
い
た
。
一
度
、

墜
落
し
つ
つ
あ
っ
た
B
2
9
爆
撃

機
か
ら
落
下
傘
で
お
り
て
き
た
飛

行
士
が
、
日
吉
本
町
の
大
き
な
木

に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
の
を
見

て
、
住
民
が
殺
し
て
や
る
と
つ
る

は
し
で
殴
り
、
眉
間
に
け
が
を
負

わ
せ
た
。
驚
い
た
警
備
隊
が
駆
け

付
け
て
き
て
、
連
れ
去
っ
た
と
い

う
。戦
後
は
、
米
軍
が
日
吉
に
進
駐

（
九
月
）
し
、
慶
應
の
校
舎
に

入
っ
た
。
日
吉
の
町
は
、
基
地
の

町
と
化
し
、
日
吉
駅
周
辺
に
は
米

軍
人
相
手
の
売
春
婦
（
当
時
は
パ

ン
パ
ン
と
い
っ
た
）
が
、
夜
に
な

る
と
何
十
人
も
た
む
ろ
し
て
い
た

と
い
う
。
家
を
売
春
宿
に
し
て
稼

い
だ
人
も
い
た
。
ま
た
、
米
軍
に

掃
除
や
炊
事
の
仕
事
に
雇
わ
れ
、

食
堂
の
余
り
物
を
も
ら
っ
て
き
て

売
っ
た
り
、
タ
バ
コ
や
靴
下
な
ど

を
安
く
買
い
入
れ
て
売
っ
た
り
し

て
儲
け
、
財
を
成
し
た
人
も
い

た
。
こ
の
よ
う
な
状
態
が
、
米
軍

が
慶
應
か
ら
撤
退
（
昭
和
二
十
四

年
十
月
一
日
）
す
る
ま
で
続
い

た
。
昭
和
二
十
三
年
に
日
吉
本
町

自
治
会
が
結
成
さ
れ
、
二
十
四
年

に
は
日
吉
駅
前
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

で
き
、
日
吉
商
栄
会
が
結
成
さ
れ

た
。米
軍
が
撤
退
し
、
慶
應
高
校
・

大
学
が
帰
っ
て
き
て
、
漸
く
日
吉

の
町
に
本
来
の
活
気
が
出
て
き
た

の
で
あ
っ
た
。

横

浜

に

も

平

和

教

育

学

級

を

小
園
優
子

日
吉
の
慶
應
大
学
の
下
に
地
下

壕
が
あ
る
ら
し
い
と
い
う
話
は
以

前
か
ら
聞
き
知
っ
て
い
た
。
た
ま

た
ま
一
年
は
ど
前
に
、
「
寺
田
先

生
と
い
う
方
が
熱
心
に
追
跡
調
査

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
噂
を
知
人



（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1989年12月18日　第4号

か
ら
知
ら
さ
れ
、
さ
ら
に
今
年
の

春
ご
ろ
、
「
地
下
壕
を
歩
い
て
き

ま
し
た
よ
」
と
い
う
人
の
話
を
身

近
に
聞
い
て
、
近
い
う
ち
に
ぜ
ひ

入
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
い
て
い
る
矢

先
の
こ
と
こ
の
夏
に
、
つ
い
お
隣

り
の
川
崎
市
中
原
平
和
教
育
学
級

の
主
催
で
「
謀
略
秘
密
基
地
、
登

戸
研
究
所
の
謎
を
追
う
」
と
い
う

催
し
が
現
地
（
旧
陸
軍
登
戸
研
究

所
＝
現
明
治
大
学
生
田
校
舎
）

で
、
見
学
を
兼
ね
て
開
か
れ
る
こ

と
が
小
さ
な
新
聞
記
事
と
し
て

の
っ
て
い
た
。

参
加
し
て
心
に
残
っ
た
の
は
、

こ
の
催
し
を
川
崎
市
の
教
育
委
員

会
が
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
聞
き
な
れ
な

い
「
平
和
教
育
学
級
」
と
い
う
の

は
「
教
育
委
員
会
が
川
崎
市
平
和

推
進
施
策
の
一
環
と
し
て
一
九
八

五
年
度
か
ら
主
催
し
て
い
る
市
民

向
け
講
座
の
こ
と
」
で
あ
り
、

「
学
級
の
開
設
に
は
公
募
に
よ
る

企
画
委
員
会
を
設
け
、
市
民
の
手

作
り
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編

成
」
を
行
い
「
市
内
の
七
市
民
館

で
は
平
均
三
年
間
ほ
ど
の
継
続
事

業
と
し
て
系
統
的
に
開
設
さ
れ
て

い
る
」
と
、
そ
の
時
買
い
求
め
た

中
原
平
和
教
育
学
級
編
集
委
員
会

発
行
の
『
私
の
街
か
ら
戦
争
が
見

え
た
』
と
い
う
本
の
巻
末
に
書
か

れ
て
い
た
。

地
下
壕
へ
の
誘
い
に
初
め
て
参
加

し
た
の
が
十
月
十
五
日
だ
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
日
だ
っ
た

が
、
集
ま
っ
た
十
五
人
ほ
ど
の
面

々
は
、
ズ
ボ
ン
に
長
靴
、
帽
子
に

軍
手
と
、
秋
日
和
に
は
似
つ
か
わ

し
く
な
い
風
態
だ
っ
た
。
集
合
場

所
で
寺
田
先
生
か
ら
、
地
下
壕
建

設
の
着
手
か
ら
敗
戦
ま
で
の
あ
ら

ま
し
と
、
壕
の
概
略
図
の
説
明
を

受
け
た
。
そ
の
あ
と
先
生
を
先
導
に
、
手

に
手
に
持
っ
た
懐
中
電
灯
の
ほ
の

か
な
灯
り
を
た
よ
り
に
、
壕
内
を

実
地
、
探
査
し
た
。
敗
戦
間
際
の

一
年
間
ほ
ど
の
間
に
、
海
軍
の
司

令
部
の
根
拠
地
に
す
べ
く
、
ほ
と

ん
ど
素
手
と
モ
ッ
コ
で
早
急
に
掘

り
進
め
ら
れ
た
と
い
う
。
鉄
道
工

業
株
式
会
社
（
社
長
菅
原
通
斎
）

と
い
う
民
間
の
会
社
か
ら
投
入
さ

れ
た
労
働
者
千
人
の
う
ち
、
七
百

人
は
朝
鮮
人
、
し
か
も
彼
ら
は
常

に
危
険
な
場
所
を
受
け
も
た
さ
れ

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

時
々
ぬ
か
る
み
に
足
を
と
ら
れ

な
が
ら
、
し
ば
ら
く
歩
き
進
ん
だ

所
で
、
全
員
一
斉
に
灯
り
を
消

し
、
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

ま
さ
に
真
暗
闇
の
し
じ
ま
の
中
で

の
一
瞬
、
工
事
中
に
犠
牲
に
な
っ

た
人
々
に
頭
を
た
れ
た
の
だ
っ

た
。
や
は
り
「
こ
こ
に
も
朝
鮮
人

が
！
」
と
い
う
思
い
は
、
何
と
も

や
り
き
れ
な
い
重
圧
感
と
な
っ
て

の
し
か
か
っ
て
く
る
。
そ
の
実
体

に
つ
い
て
の
調
査
も
始
め
ら
れ
た

ば
か
り
で
の
よ
う
だ
。

私
が
川
崎
市
の
例
を
書
き
連
ね

た
の
は
、
私
通
の
す
ぐ
近
く
に

も
、
こ
う
し
た
生
々
し
い
戦
争
の

傷
跡
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
ら
を

実
際
に
さ
わ
っ
て
歩
い
て
感
じ
と

り
戦
争
の
本
質
を
地
域
か
ら
掘
り

起
こ
し
、
真
の
平
和
の
礎
に
し
た

い
と
切
に
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

暗
闇
の
地
下
壕
の
中
を
歩
き
回

り
、
地
上
に
出
る
と
、
傾
き
か
け

た
陽
ざ
し
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
に

興
じ
る
若
人
の
喚
声
が
あ
ち
こ
ち

か
ら
響
い
て
く
る
。
汗
の
し
た
た

る
に
こ
や
か
な
顔
で
、
ボ
ー
ル
一

つ
に
全
力
投
球
し
て
い
る
学
生
た

ち
の
姿
は
、
平
和
そ
の
も
の
だ
。

か
っ
て
地
下
壕
が
で
き
た
頃
、

日
吉
の
校
舎
に
は
学
徒
動
員
で
駆

り
出
さ
れ
た
た
め
に
学
生
の
姿
は

な
く
、
代
わ
り
に
カ
ー
キ
色
の
軍

服
姿
が
の
さ
ば
っ
て
い
た
。
あ
れ

こ
れ
と
、
歴
史
を
二
重
写
し
に
し

な
が
ら
、
私
達
は
帰
途
に
つ
い
た

の
だ
っ
た
。

時

の

流

れ

に仲田
か
よ
子

太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら

四
十
四
年
。
激
動
の
昭
和
の
時
代

か
ら
、
今
や
平
成
の
時
代
へ
と
、

時
は
移
り
変
わ
っ
た
。

「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
、
城
春

に
し
て
草
木
深
し
…
…
。
」
杜
甫

の
白
眉
の
詩
は
、
敗
戦
を
身
に
泌

み
た
幾
多
の
国
民
か
ら
、
ど
れ
ほ

ど
の
共
感
と
感
銘
を
受
け
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。

二
十
五
年
前
の
日
吉
地
区
も
、

草
木
深
い
日
吉
の
台
地
を
中
心

に
、
低
地
に
は
川
が
流
れ
、
見
渡

す
限
り
の
田
圃
が
展
望
で
き
た
。

春
に
は
子
供
た
ち
は
、
田
圃
の
畦
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道
か
ら
「
目
高
」
や
「
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
」
を
す
く
っ
て
遊
び
、

夏
に
は
「
ト
ン
ボ
」
採
り
に
熱

中
、
夜
の
「
蛙
の
合
唱
」
に
田
圃

の
風
情
を
心
行
く
ま
で
満
喫
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
良
き
時
代
も
、
や
が
て
押

し
寄
せ
る
「
高
度
成
長
」
の
波
に

浸
食
さ
れ
、
田
圃
は
次
々
と
「
マ

ン
シ
ョ
ン
」
、
「
建
売
住
宅
」
の

下
に
姿
を
消
し
て
行
っ
た
。
日
吉

の
田
圃
風
景
は
、
も
は
や
過
去
の

も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
慶
応
義
塾
」
の
日
吉
台
校
舎

は
、
豊
富
な
樹
木
を
包
含
し
た
日

吉
の
丘
に
あ
る
。
す
で
に
田
園
は

時
の
流
れ
と
共
に
消
え
去
っ
た

が
、
「
義
塾
」
は
丘
と
共
に
生
き

残
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
「
平
和
な
丘
」
の
「
下
」
に
、

意
外
な
構
築
物
が
静
か
に
眠
っ
て

い
る
の
を
知
る
人
は
少
な
い
。

伊
藤
正
徳
氏
の
名
著
「
連
合
艦

隊
の
最
後
」
の
第
九
章
の
冒
頭

に
、
「
連
合
艦
隊
、
陸
に
上
が

る
。
」
の
節
が
あ
る
が
、
実
は
、

義
塾
の
「
平
和
な
丘
」
の
下
に

は
、
連
合
艦
隊
司
令
部
の
「
日
吉

台
・
地
下
壕
」
が
太
平
洋
戦
争
の

末
期
、
極
秘
の
う
ち
に
構
築
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

私
が
日
吉
の
住
民
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
三
十
九
年
の
暮
れ
で
あ

る
が
、
田
園
の
風
情
を
味
あ
う
と

共
に
、
慶
応
義
塾
の
丘
の
上
を
し

ば
し
ば
散
策
し
た
。
し
か
し
、
お

目
当
て
の
「
日
吉
台
・
地
下
壕
」

の
入
口
は
遂
に
発
見
で
き
な
か
っ

た
。平
成
元
年
十
月
十
五
日
、
私
は

念
願
か
な
っ
て
「
日
吉
台
・
地
下

壕
」
の
見
学
に
参
加
さ
せ
て
頂
い

た
。
案
内
役
は
、
「
地
下
壕
保
存

の
会
」
の
寺
田
先
生
で
、
「
慶
応

義
塾
の
丘
」
南
側
の
麓
に
あ
る
農

家
の
庭
先
に
、
私
達
は
案
内
さ
れ

た
が
、
こ
ん
な
所
に
壕
の
入
口
が

あ
る
も
の
か
と
思
は
ず
驚
い
た
。

農
家
の
納
屋
が
、
実
は
「
地
下
壕

の
」
入
口
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

壕
は
、
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
を
思

わ
せ
る
堅
固
な
も
の
で
、
そ
の
主

道
か
ら
「
司
令
長
官
室
」
、
「
作

戦
室
」
、
「
通
信
室
」
等
が
適
当

な
間
隔
を
置
い
て
、
右
に
左
に
広

大
に
切
り
開
か
れ
て
い
る
。
さ
す

が
「
連
合
艦
隊
司
令
部
」
の
設
営

し
た
「
地
下
壕
」
と
は
、
こ
の
よ

う
な
も
の
か
と
、
驚
く
と
共
に
、

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
広
大
な
「
地

下
壕
」
が
、
海
軍
に
と
っ
て
必
要

だ
っ
た
の
か
、
の
疑
問
も
残
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
伊
藤
正
徳
氏

の
「
連
合
艦
隊
、
陸
に
上
が
る
」

の
箇
所
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

一
昨
年
、
私
は
沖
縄
本
島
の

「
海
軍
司
令
部
・
地
下
壕
」
を
見

学
し
た
が
、
日
吉
に
比
べ
て
軍
艦

と
漁
船
ほ
ど
の
格
差
を
覚
え
た
。

沖
縄
の
「
素
掘
り
の
地
下
壕
」
に

は
、
海
軍
陸
戦
隊
・
司
令
官
・
太

田
大
佐
の
最
後
の
打
電
、
「
沖
縄

県
民
か
く
戦
え
り
…
…
」
が
展
示

さ
れ
、
思
わ
ず
見
学
者
の
涙
を
そ

そ
っ
た
。
し
か
し
、
「
日
吉
台
・

地
下
壕
」
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な

感
激
は
湧
か
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
戦
争
の
最
前
線
の

「
切
実
さ
」
と
、
本
土
の
観
念
的

な
「
ゆ
と
り
」
と
の
違
い
で
は
な

か
ろ
う
か
。

し
か
し
な
が
ら
、
共
に
そ
の
保

存
は
、
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
出
発

点
と
し
て
、
歴
史
的
教
訓
を
残
す

も
の
で
あ
る
。

日
吉
の
「
田
園
風
景
」
の
消

滅
、
日
吉
の
丘
の
「
慶
応
義
塾
」

、
そ
の
地
下
に
眠
る
「
日
吉
台
・

地
下
壕
」
。
私
は
、
時
の
流
れ
の

な
か
に
、
「
戦
争
と
平
和
」
、

「
過
去
と
現
在
」
、
「
観
念
と
現

実
」
。
こ
れ
ら
の
相
反
す
る
認
識

を
胸
に
抱
い
て
、
家
路
に
つ
い

た
。

編

　

集

　

後

　

記

○
隔
月
毎
に
発
行
す
る
当
初
の
目

標
は
、
曲
が
り
な
り
に
も
達
成
で

き
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

○
保
存
会
の
活
動
も
、
来
年
度
は

い
よ
い
よ
や
ま
ば
を
迎
え
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

○
区
役
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
も
来
年
の
三
月
ま
で
に
保
存
に

向
け
て
の
基
礎
資
料
を
ま
と
め
て

市
に
提
出
す
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

○
地
域
住
民
か
ら
も
区
長
宛
に
要

望
書
も
出
さ
れ
、
保
存
に
向
け
て

の
動
き
が
一
段
と
増
し
て
来
ま
し

た
。
私
達
の
活
動
が
い
つ
か
花
開

く
日
を
夢
見
な
が
ら
、
が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
寄
せ
下
さ
い
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
○
で
は
よ
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ

い
。


